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巻
の
三
十
八

　
今
ま
で「
瀬
戸
内
発
見
伝
」
で

数
回
に
わ
た
り
紹
介
し
て
き
ま

し
た
朝
鮮
通
信
使
は
、
江
戸
時

代
、
徳
川
将
軍
の
就
任
を
祝
う

目
的
で
、
朝
鮮
国
王
か
ら
派
遣

さ
れ
た
友
好
使
節
団
で
す
。
２

０
０
７
（
平
成
19
）
年
に
第
一

回
の
通
信
使
か
ら
４
０
０
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
通
信
使
一
行

は
瀬
戸
内
海
を
航
行
し
、
淀
（
大

坂
）
か
ら
陸
路
江
戸
を
目
指
し

ま
し
た
。
岡
山
地
域
で
は
岡
山

藩
が
牛
窓
を
通
信
使
の
接
待
地

と
し
、
初
期
に
は
法
華
宗
の
古

刹
で
あ
る
本
蓮
寺
が
そ
の
宿
所

に
あ
て
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
回
、
岡
山
県
立
博
物
館
の

特
別
展
で
は
、
朝
鮮
国
か
ら
対

馬
を
経
て
、
瀬
戸
内
海
を
進
ん

で
い
く
朝
鮮
通
信
使
に
つ
い
て
、

そ
の
様
子
を
描
い
た
絵
画
資
料

や
さ
ま
ざ
ま
な
記
録
な
ど
か
ら

江
戸
時
代
の
友
好
使
節
に
つ
い

て
紹
介
さ
れ
ま
す
。ま
た
、岡
山

藩
に
お
け
る
公
式
記
録
、
学
者･

文
人
が
朝
鮮
通
信
使
と
交
わ
し

た
漢
詩
な
ど
か
ら
、
朝
鮮
通
信

使
と
岡
山
藩
、
人
々
の
交
流
に

つ
い
て
も
紹
介
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
展
示
さ
れ
る
主
な
資
料

の
中
で
瀬
戸
内
市
関
係
で
は
、

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の

「
邑
久
郡
牛
窓
村
見
取
絵
図
」・

「
邑
久
郡
牛
窓
町
筋
絵
図
」、本

蓮
寺
に
残
さ
れ
た
朝
鮮
通
信
使

漢
詩
書
軸
６
幅
・
青
磁
花
瓶

１
対
・
青
磁
硯
屏
１
点
、
ま
た
、

若
宮
八
幡
宮
（
邑
久
町
尻
海
）

に
奉
納
さ
れ
て
い
る
朝
鮮
通

信
使
船
図
１
面
（
市
指
定
重

要
文
化
財
）
な
ど
が
展
示
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
若
宮
八
幡
宮
に

懸
け
ら
れ
た
絵
馬
の
う
ち
一

つ
「
朝
鮮
通
信
使
船
図
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
朝
鮮
通
信
使
船
図
】

　
桧
の
薄
板
に
紙
を
貼
り
、

胡
粉
を
下
地
に
し
た
上
に
墨

で
描
き
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
さ
は
縦
85
　
、
横
１
４
７

 
で
す
。

　
描
か
れ
た
船
の
へ
さ
き
の
幟

旗
に
は
、
「
上
上
官
第
一
船
」

の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
上
官
と
は
通
信
使
の
う
ち
、

「
正
使
」、「
副
使
」、「
従
事
官
」
に

次
ぐ
職
で
、「
堂
上
訳
官
」、
す

な
わ
ち
通
訳
を
職
務
と
す
る
者

を
指
し
、
こ
の
船
に
乗
る
最
上

級
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

朝
鮮
通
信
使
の
一
行
を
描
い
た

巻
物
、
屏
風
な
ど
の
例
は
見
ら

れ
ま
す
が
、
絵
馬
は
全
国
的
に

も
珍
し
い
資
料
で
す
。
こ
の
絵

馬
は
日
朝
交
渉
の
長
い
歴
史
の

ひ
と
こ
ま
を
示
す
も
の
と
い
え

ま
す
。
な
お
、
正
徳
４
（
１
７

１
４
）
年
と
い
う
奉
納
年
に
近

い
来
日
は
、
第
８
回
目
の
正
徳

元
年
の
徳
川
６
代
将
軍
家
宣
襲

職
祝
賀
時
の
こ
と
で
、
お
そ
ら

く
そ
の
際
の
情
景
を
写
し
た
も

の
を
参
考
に
し
て
本
図
が
制
作

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
特
別
展
の
関
連
行
事

と
し
て
、
岡
山
県
指
定
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
「
唐
子
踊
」

の
公
演
が
、
２
月
11
日
（
日
）

午
前
11
時
と
午
後
１
時
30
分
か

ら
行
わ
れ
ま
す
。

▽
展
示
期
間
　
２
月
８
日
（
金
）

　
〜
３
月
９
日
（
日
）

▽
場
所
　
岡
山
県
立
博
物
館

▽
休
館
日
　
２
月
12
日
（
火
）・

　
18
日
（
月
）・
25
日
（
月
）・

　
３
月
３
日
（
月
）

▽
入
館
料
　
大
人
４
０
０
円
・

　
高
校
生
３
０
０
円
・
小
中
学

　
生
80
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
岡
山
県
立
博
物
館

　
　
０
８
６
―
２
７
２
―
１
１
４
９
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岡山県立博物館　特別展
「朝鮮通信使と岡山」

ベ
テ
ラ
ン
主
婦
が
知
恵
を
出
し
合
う

　 

　「
健
康
ク
ッ
キ
ン
グ
」

力強い太鼓のリズムが会場
に響き渡ります

和やかな雰囲気の皆さん

若宮八幡宮所蔵朝鮮通信使船図

牛鬼まつりを盛り上げる

　　 「牛鬼太鼓」
　
牛
窓
町
公
民
館

か
ら
勇
壮
な
太
鼓

の
音
が
響
い
て
き

ま
す
。
威
勢
の
よ

い
声
を
掛
け
な
が

ら
、
軽
快
な
バ
チ

さ
ば
き
で
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
す
牛
鬼

太
鼓
の
皆
さ
ん
。

手
首
の
ス
ナ
ッ
プ

を
利
か
せ
て
、
ド

ン
・
ド
ン
・
ド
ド

ン
と
息
の
合
っ
た
力
強
い
リ
ズ

ム
を
刻
み
な
が
ら
、
楽
し
そ
う

に
太
鼓
の
練
習
に
励
み
ま
す
。

　
平
成
13
年
、
牛
窓
の
歴
史
と

風
土
を
歌
い
込
ん
だ
「
本
牛
窓

音
頭
」
が
完
成
。
そ
の
曲
を
み

ん
な
で
楽
し
く
唄
っ
て
踊
る
牛

鬼
ま
つ
り
が
、
同
年
か
ら
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

牛
鬼
太
鼓
は
、
そ
の
祭
り
を
盛

り
上
げ
る
た
め
に
結
成
さ
れ
、

牛
鬼
ま
つ
り
の
ほ
か
、
旭
川
荘

の
慰
問
や
夏
祭
り
に
出
掛
け
、

太
鼓
の
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
太
鼓
は
、
人
の
気
持
ち
を

受
け
止
め
て
く
れ
る
。
打
ち
手

の
姿
勢
・
思
い
入
れ
に
よ
っ
て

音
が
変
わ
る
」
と
、
指
導
者
の

重
光
耕
治
さ
ん
（
岡
山
市
）
は

話
し
ま
す
。「
胸
に
響
い
て
く

る
太
鼓
の
音
が
好
き
。
み
ん
な

で
一
緒
に
太
鼓
を
叩
い
て
、
祭

り
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と
木
下

涼
子
さ
ん
。
初
心
者
で
も
Ｏ
Ｋ

で
す
。
興
味
の
あ
る
人
、
一
緒

に
太
鼓
を
演
奏
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

★
活
動
日
時
　
第
２
・
４
土
曜
日

　
午
後
７
時
〜
９
時
30
分

★
活
動
場
所
　
牛
窓
町
公
民
館

★
会
費
　
な
し

★
連
絡
先
　
木
下
涼
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
５
６
６
４

　
長
船
町
公
民
館
美
和
分
館
で

月
１
回
、
気
の
合
う
料
理
好
き

な
仲
間
が
集
ま
り
、
健
康
に
気

を
使
っ
た
料
理
教
室
を
し
て
い

ま
す
。

　
料
理
の
先
生
は
い
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
の
得
意
料
理
や
料
理
本

か
ら
レ
シ
ピ
を
作
り
、
み
ん
な

で
調
理
し
ま
す
。
家
庭
菜
園
で

作
っ
た
旬
の
野
菜
な
ど
を
利
用

し
、
メ
ニ
ュ
ー
作
り
。
こ
の
日

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
五
目
寿
司
、

ダ
イ
コ
ン
と
牛
肉
の
韓
国
風
煮

物
、
お
吸
物
。
そ
し
て
、
調
理

中
に
余
っ
た
材
料
は
、
も
う
１

品
と
姿
を
変
え
、
食
卓
に
の
ぼ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ベ
テ

ラ
ン
主
婦
が
知
恵
を
出
し
合
い
、

楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
。

　
料
理
が
完
成
す
る
と
、
み
ん

な
で
試
食
で
す
。
お
い
し
い
料

理
と
楽
し
い
会
話
で
、
こ
の
「
健

康
ク
ッ
キ
ン
グ
」
が
皆
さ
ん
の

元
気
の
源
。
気
の
合
う
仲
間
が
、

和
気
あ
い
あ
い
と
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

★
活
動
日
時
　
第
３
水
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
零
時

　
30
分

★
活
動
場
所
　
長
船
町
公
民
館

　
美
和
分
館

★
会
費
　
そ
の
都
度
材
料
費
な
ど

★
連
絡
先
　
福
池
吉
江
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
２
７
２
３ みんな仲の良い「健康クッキング」の皆さん

和気あいあいと楽しく調理

このコーナーは、生涯学習に生き生きと取り組む皆さんを紹介し
ます。皆さんも仲間入りしませんか。
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